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「顧客との契約から生じる収益に関する論点の整理」に対する意見について 

 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、平成 23 年 1 月 20 日に公表されました、標記論点整理に関しまして、別紙のとおり、当会と

しての意見を申し上げます。今後の検討におかれまして、ご配慮を賜りますようお願い申し上げます。 

   

敬白 
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「顧客との契約から生じる収益に関する論点の整理」に対する意見 

 

 

【「質問１」について】 

収益の認識について、顧客との契約全てに対し共通の基準を適用することが望ましいということ

に同意する。しかし、「長期間に及ぶ」・「不確実性が高い」といった特徴を有する保険契約に対して

は、他と全く同じアプローチを適用することが、財務諸表の利用者の意思決定に有用な情報を提供

する結果にはならないと考える。よって、保険契約について、ＩＡＳＢ及びＦＡＳＢと同様に、本

論点整理の範囲外として検討していく方向であることについて同意する。 

  なお、本質問に対する直接の意見ではないが、ＩＡＳ第１８号（第29、30項）に規定されている

配当の収益認識にかかる取扱いについては、ＩＡＳＢ及びＦＡＳＢの公開草案においては、当該規

定が削除されるとともに、他の基準に従って引続き認識することとされている。一方、ＩＦＲＳ第

９号（第5.4.5項）（ＩＡＳ第３９号）においては、配当の支払を受ける権利がＩＡＳ第１８号に従

って確立された時点で配当収入を認識する旨が規定されているため、配当の収益認識にかかる規定

が不在となる懸念がある。仮に当該取扱いが明確化されない場合は、会計基準の適用を受ける報告

企業の会計処理が統一されず、業種や取引毎に固有の基準の開発や取扱いが行われる等、比較可能

性の観点から大きな支障が生じる懸念があるため、収益認識や金融商品の会計基準について国際会

計基準とのコンバージェンスを検討する際、留意いただくようお願いしたい。 

 

【その他】 

  なお、ＩＡＳＢ・ＦＡＳＢの共同公開草案「顧客との契約からの収益」に対しては、生命保険協

会より１０月２２日付でＩＡＳＢあて意見提出を行っていることから、当該内容を添付いたします。 

 

以上 

 

別 紙


